
映画による態度変容についての研究（1）

石川桂司

1．問題の設定

小・中学校における「道徳」の指導の場合，教師の一方的な教え込みや単なる徳目の解説に

終ることなく，映画やテレビなどの視聴覚材料を利用して，具体的に，かつ，生活に密着して

指導するように強調されている1）.

このような「道徳」の指導の場合や，あるいは，婦人学級などの社会教育の場で視聴覚教材

を利用する場合，重要な点は，映画などの視聴覚教材が，単に知識の伝達の役割を果たすとい

うことだけではなく，態度や行動の変化.形成に役立つという点である・

Dale，E.（1）も指摘しているように，映画は，われわれの態度に影響を及ぼし，これを変化

させると一般に考えられているが，従来までの映画の効果に関する研究をみると，知識の習得

に関する実験研究は数多く見受けられるけれども，態度や行動の変容に関する映画の効果研究

は比較的少ない（2，p・64）.

知識の習得については，映画を見る前と見たあとで知識量がどのくらい増したかをペーパー

テストで簡単に測定できることから，映画による知識習得に関する実験研究は多い・また，映

画を見たあと数週間後，数ヶ月後にその知識量がどう変化したかという問題や，あるいは，そ

の映画を見せる場合のinstructionの与え方によって効果がどうちがうかということなど，い

ろいろな点について，かなり細かい分析研究が行われている.

ところが，映画による態度変容についての研究は，態度そのものの考え方やその測定の方法

など，研究上，根本的なむずかしさがあり，知識の伝達に関する映画の効果研究よりも遅れて

いることはいなめない事実である.

そこで，この研究では，まず最初にHovland， C. I・ （う）やMaletzke， G. （4）が行った

これまでの研究を参照しながら，とくに1950年のKishler， J.P. （5）の研究や， 1960年ご

ろからAudio－Visual Communication ReviewにのせられたAttitude Filmに関する論文

を参考にしつつ，態度変容過程に及ぼす映画の影響について，そのメカニズムを追求したい.

そして，これによって，小・中学校の指導や社会教育の場で映画を利用する場合の効果的な

指導方法を明らかにしたいと考える・

映画の態度変容に及ぼす影響についての研究のうちで，とくに本稿でとりあげたのは，この

問題に関するこれまでの研究の概観と，第一次調査の結果である・

2.これまでの研究

映画による態度変容に関する初期の研究としては， 1930年代に行われたThurstone， L・L

とPeterson， R.C・ （6）の研究がある.

Thurstoneらほ，イリノイ州のふたつの町で，中国に好意的な映画“Son of the Gods”

と，中国に批判的な映画“Welcome Dangerを， 9年生から12年生の子どもたちに見せた

ところ，前者は，子どもらの中国に対する態度を好意的なものに強め，後者は，わずかではあ

るが，子どもらの態度を非好意的なものに変化させたことを認めた.すなわち， Thurstoneは，

彼の考え出した等現間隔法equal appearing－interval methodと呼ばれる態度測定尺度を用

1）文部省：小学校学習指導要領，大蔵省印刷局フ昭うう・p・245
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いて，映画が単に知識の伝達のほたらきだけでなく，観衆の態度を変化させるはたらきのある  

ことを明らかにしたのである．   

その後の研究としてほ，映酎こよる態度変化の度合が時間の経過とともに増加していく，い  

わゆるSleepereffectを明らかにしたHovlandらの研究や，映画の意図に反した方向への  

態度変化を示すboomerangeffectを分析したCooperらの研究などがある．  
1950年には，Pennsylvania州立大学の Kishlerが，劇映画“KeysoftheKingdom”  

（GregoryPeck主演）を使用して，大学生814人の宗教的寛容度について調査した．この映  

画は，中国における布教活動にンー生を捧げたカソリック牧師の生活を措いたものである．この  

研究では，学生をカソリック教徒と非カソリック教徒のふたっのグループに分け，夫々を，さ  

らに，キリスト教牧師に「高い信望 highprestigeをいだいているグループ」と「低い信望  

low prestige をいだいているグルpプ」に分け，この映画を見て宗教的寛容に関する態度が  

どのように変化するかを調べている．   

その結果，統計的な有意差は認められなかったけれども，カソリック教徒群と highpre－  

Stigegroupが，夫々，非カソリック教徒群とlow prestigegroup に比べて，映画による態  

度変容が強く見られた・   

すなわち，このことほ，観衆の中でも，映画の主役に強い「同一視」を感じている人や高い  

尊敬の念をいだいている人ほ，その映画によって，宗教に関して既にもっている態度establi－  

Shed attitudeが「強化」reinforcement されることを表わしている．   

このほか，戦意高揚の態度形成のた捌こ映画が役立ったというMiles，J．R とSpain，C・R・  

の研究や，映画による動機づけと態度変化の問題を取扱ったMiller（Z）の研究などがある．   

これらの研究ほ，いずれも，映画によって観衆の態度が変化していくことを示しているが，  

その変化ほ，既にもっている態度を強化するという変化であり，映画は，この態度の「強化」  

に効果があることを示している（7）．   

ところが，昭和うう年10月からうケ年間にわたって，岩手県教育委員会や現場教師と共同で  

行った「へき地教育における視聴覚的方法の有効性＿lの研究（8）の中では，従来までの研究結  

果とは別な映画による態度変容が認められた．   

この研究は，岩手県二戸郡一戸町両岸（おもぎし）小・中学校と面岸部落を対象として，主  

として映画とスライドを利用して行われた研究であり，学校数育と社会教育の両面から行われ  

た研究であるが，社会教育の面でほ，村づく、りの意識形成過程の中で視聴覚教材がどのような  

ほたらきをするかという観点から行われた．   

この部落ほ，県道から6km入った全くの孤立部落で，研究開始前ほ，婦人会や青年学級の  

ような組織も殆どなく，生活ほ貧困と無知そのものであり，家族の人間関係は，「女とペコ（牛）  

ほ，働けば働くほどよい」と言われるはど男尊女卑の考え方が強く，封建的な家族関係が常識  

とされる部落であった．いわゆる，おくれた，とり残された部落であったが，このことをあら  

わしている次のような例がある．   

この部落の属していた旧姉帯村の役場で，村内の各部落に，蚊や蝿などの駆虫剤を無料で配  

布し，散布器具も貸出して，各部落でこの薬剤を自主的に散布するように呼びかけた．ところ  

が，この仕事をひき受ける部落の組織がないということと，各家庭の中を他人に見せたくない  

という理由から，この薬の無料散布を断った唯一の部落がこの面岸部落であった．つまり，村  

当局の言葉によると，「打つべき手はすべて打ってしまったが，どうにもならなくてあきらめ  

てしまった部蒋」であったのである．   

このような部落に対して，毎月2回づっ大衆映画会を開き，社会教育映画やスライドを見せ   
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ることからこの研究ほ始められた．そして，この映画会で，新しい民主的な家族関係のあり方  

を示した社会教育映画や衛生に関する映画を見せた結果，Zケ月・うケ月とたつうちに，「嫁と  

姑との関係」や「生活に使う水」についての部落の人々の考え方や態度が，従来までもってい  

たものと別のものに大きく変化していくことが認められた．しかも，その変化ほ，今までもっ  

ていた態度を，全く別の方向に変化することを示していた．   

たとえば，この部落の人々ほ，それまでの「わき水」による生活に対して，「この両岸部落の  

水はどいい水ほないんだ」と，むしろ誇らしげに自慢していたのであるが，映画「生活と水」  

その他の視聴覚教材ほ，次第に疑問を感じさせ，更にほ，不満の態度をとり，これを改良して  

いこうという行動にまで発展させたのである2）．   

また，研究が始まる前にほ，婦人会も婦人学級もなく，PTAの集まりも男の仕事で，女性  

ほ家庭から社会に出ることなく，たゞ働いていればよいというのがこの部落の常識であった．  

したがって，この部落でほ，料理講習会などの婦人の集まりを期待することほ全くできず，事  

実，それまで，婦人連の集る行事ほ一度も持たれたことがなかった．ところが，この大衆映画  

会を始めてうケ月後に，この社会教育計画の最初のものとして，婦人を対象とする受胎調節の  

講習会を開いた．その結果，予想に反して，たくさんの婦人の参加を見たのである．長年この  

学校に勤務してる学校長も，部落ほじまって以来のできごとだと驚いていた．このようなうケ  

月間の変化をもたらしたものは，大衆映画会で使用された「母親学級騒動記（東映）＿Lや「腰の  

まがる話（日本映画社）」などの劇化された社会教育映画である．   

それでは，このような変化ほ，映画のもっどのようなはたらきによってもたらされたもので  

あろうか．   

そこに，映画のもつ「間接的な説得力」ともいうべき力を想定してみることができる ．たと  

えば，「母親学級騒動記」の中には，両岸部落の生活と同じような農村の家庭生活が措かれて  

いる．その映画にでてくる嫁と姑の関係ほ，この両岸部落の日常生活そのまゝである．この部  

落の00ばあさんほ，映画の中の姑と同じように嫁いびりをする．しかも，映画ほ，喜劇風な  

事件のほこびの中で，おばあさんのまちがっていることを示し，嫁と姑の望ましい家族関係の  

あり方を示唆してくれる．この映画をみているときの00ばあさんの心理的メカニズムを考え  

てみよう．まず，この映画の内容が，ごく身近なありふれた事件であること，しかも，その表  

現が，文字やことばとちがって非常にリアルであり具体的であることから，映画の人物との  

「同一視」が行われる．だから，笑ったり憤慨したりしながら見ている．つまり，映画の中の  

生活に入り込んで見ているのである．映画の中のおばあさんの立場になっているのであが）．   

しかし，反面，それほあくまでも，スクリーソにプロジェグトされた世界である．そこには，  

「同一視」の現象と同時に，あくまでも，プロジェグト（投影）されたものを見るという（客  

観視）もはたらいている．だから，映画のおかしさ，おもしろさに笑いながらも，自分と同じ  

ような意地悪ばあさんがする嫁いびりを，きまり悪そうに苦笑いしながら見ているのである．  

つまり，「思いあたるふし」があるのである．   

映画は，決して，「これからの嫁と姑はこうあるべきです」と直接に説得しているのではな  

い．画面に講師がでてきて講義をするわけでもないし，ナレーターが訴えているわけでもな  

い．スクリーソには，この部落の生活と同じ日常の生活が措かれているだけである．しかし，  

それをみている00ばあさんの気持の中にほ，苦笑いの中に自己反省があり，恥ずかしさがあ  

2）研究開始う年後には，簡易水道をひく家庭もあらわれた．  
3）このことについて，Ba11，J．編集のVisualCommunication（14）で指摘されている「代理的報酬」   

（Vicarious reward）という考え方が参考になると思われるが，これについての研究は，あまり進んでい   
ないと言われる．   
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り，また，きまり悪さがあるのである．否，自己反省とかきまり悪さとか自覚したり分析した  

りできない気持なのかも知れない．映画の中に没入しているうちに，自分の生活を無意識的に  

「7ツ」と思い起し，わが身をふりかえってみる，そういう気持なのかも知れない・   

いずれにしろ，この00ばあさんの嫁に対する態度ほ，次の日から々徐に変るのである・妹  

たちほ，「あの映画をみて以来，集りにも出かけやすくなった」といって集ってくるのである・   

このように，両岸研究にあらわれた映画による態度の変容は，それまでのKishlerなどの  

研究に見られるようなものとほ異っていた．その変容は，単に，既にもっている態度の「強化」  

という現象ではなくて，それまでもっていた態度が別の方向に「転換」したことを意味してい  

るのである．   

けれども，その大衆映画会でほ，誰も，「姑ほかく態度を変えるべきである」と直接話しかけ  

たわけでほない．たゞ，おばあさんたちも媛も夫も，みんないっしよに映画を見ただけである・  

そこにほたらく力ほ，ちようど，バスケットボールがバックボードにぶつかってゴールするよ  

うに，映画製作者の意図が，スクリーソに屈折して観衆に語りかける「間接的説得力」とでも  

言うべきものであろう．それは，間接的であるだ桝こ，すなおに観衆の心の中にしみ込んでゆ  

き，感情に訴える．   

このように，「身近な内容」の「リアルな表現」から「同一視」の現象が生じ，しかも，ス  

クリーソにプロジュグトされた素材のつくり出す「客観視」の現象がはたらく．このふたつの  

現象がからみ合って，そこにひとつの自然な説得力が生れる．これが，態度を変化させる力と  

なるのではないだろうか．   

ところが，この現象を考える上で，1962年に，Calfornia大学のMerri11教授が発表した  

“Attitude FilmsandAttitude Change”という論文（9）が，多くの示唆を与えてくれる・   

彼ほ，181人の海軍予備兵を対象に，文通安全教育にinformation丘1mと attitudefilm  

を利用して，態度変容に及ぼす効果を比較している．   

この研究に用いられたAttitudefilmは，Z8分のトーキー・カラー映画で，“The Caseof  

Officer Hallibrand”という劇化された映画である．この映画は，ハイウェーを自動車で飛ば  

してとくい先をまわって歩くひとりのセールスマンを描いているが，彼の旅行とともに，酔っ  

ぱらい運転や子どもが死んでいる交通事故現場など，たくさんの悲惨な交通事故を見せながら，  

観衆に不安と恐怖を与え，最後に，そのセールスマンも猛スピードで衝突して死んでしま う  

というショッキソグな描きかたをしている．つまり，たくさんの悲惨な交通事故現場を次々に  

見せ，スピードでうなる車の音や，ヒッチノ、イカーの危険なようすや，運転しているセールス  

マソの軽卒なスピード自慢をおり込みながら，不安と恐怖による緊張感を観衆に与え，これに  

よって，安全運転の態度を形成しようというねらいで作られてある．   

いっぽう，informationfilmの方ほ，皐についての知識をほじめ，運転上の注意事項や技  

術の解説，さらに，いろいろな交通法規などを教授する目的で作られた3本のinformation  

丘1mをつなぎ合わせて，合計28分の1－キー・カラー映画にまとめたものである．   

このZ種塀の映画をふたっのグループに見せて，映画を見た直後と10週間後に調査した結  

果から，Merrillほ，次の点を明らかにした．   

第1に，劇的構成の形式をとった attitude丘1mは，態度の構成要素のうちの情緒的要素  

affectivecomponentに直接ほたらきかけるのではなくて，まず最初に，認知的要素COgni－  

tive componentにはたらきかけるという点である．   

第Zは，強い不安や恐怖を起させるような筋はこびや描写は，交通安全につい7の態度をス  

ムースにつくりあげるというよりほ，むしろ，それを妨げる防衛的回避defensive avoidance   
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をつくりぁげるという点である．   

すなわち，この研究で使用されたattitude丘1mは，製作者のねらいとしている運転者自身  

のマナーの形成というよりほ，むしろ，交通規制を強めたり，道路標識をもっとたくさんつく  

るようにという，交通条件に関する強い期待を観衆の心の中に形成するという逆効果のあるこ  

とを示している．そして，この研究でほ，むしろ，information丘1m の方が，運転者の態度  

をスムースにつくりあげるのに役立ったという結果がでている．   

このような研究結果は，交通安全教育に関する映画について言えることであって，教室で利  

用される教育映画にそのまゝあてほめることほできないとMerrillも指摘している．しかし，  

この研究で，態度を情緒的側面と認知的側面のふたつの面からとらえて，これらに対して，映  

画がどのように影響し，態度変容にどう結びつくかを論じている点は興味深い（10，11）・   

すなわち，このことと両岸研究でみられた態度変容の問題とを結びつけて考えてみるならば，  

次のようになる．嫁と姑の問題で，観衆が画面の主役と自分を「同一阻」して見る情緒的側面  

を基礎としながらも，同時に，画面に展開される事実を客観的に冷静に見るという認知的側面  

へのはたらきかけが，態度変容の大きな要因になっているのではないかという考え方である・こ  

の場合，自己との「同一視」を情緒的（affective）側面と考え，「客観視」の要素を認知的（CO－  

gnitive）側面と，そのまゝ結びつけてよいかどうか問題ほ残るとしても，Carlson（1Z）の研  

究でも明らかなように，態度変容において，認知的構造の変化が重要な意味をもつことほ事実  

であろう．   

そこで，この「映画による態度変容についての研究」の第一次報告では，面岸研究でみられ  

たような複雑な態度変容の実態を明らかにする第一段階の研究として，映画による態度変容の  

過程を，態度構造の情緒的側面と認知的側面とから考察してみたいと思う4）．  

3．研究のねら い   

第1のねらいほ，映画によって「教職に対する態度」を変容できるかどうか，更に，その変  

容ほ持続するか否かを明らかにする．   

第2に，もし変容できるとすれば，Merrillが明らかにした事実が，「教職に対する態度」の  

変容にもあてはまるかどうかを，次の仮説を検証することによって明らかにしたい．   

仮説Ⅰ：劇的な構成で，情緒的な面に訴えるようにつくられた映画「先生行かないで」（便宜  

上，affective魚1mと呼ぶ）よりも，ドキュメソタリーな構成で，認知的な面に訴えるよ  

うにつくられた映画「教室の子どもたち」「谷間の学校」（便宣上，COgnitivefi1mと呼  

ぶ）の方が，「教職に対する態度」をより強く変化させるのでほないか5）．   

仮説ⅠⅠ：映画の各場面（シークェンス）の中でも，認知的なものに訴えるシークェンスの方  

が，情緒的なものに訴えるシークェンスよりも，態度変容により破く影響するのではない  

か．  

4・態度測定尺度と調査票  

1）教職に対する態度測定尺度   

態度変容を問題にする場合，最も重要な点は，その態度を測定し得る尺度があるか否かとい  

うことである．この研究では，Thurstoneの等現間隔法を用いて徳島大学の岸田元美氏が作製  

4）態度変容と学習の関係については，Maletzkeも指摘しているように，「ひろく機能的に相互に依存」し   

ており，informationの学習と態度の認知的構造の変化との関連，そして，さらに態度変容がどう蘭係   

するかなど，複雑な問題であるが，本研究では，つぎのようなねらいを設定して考察した。  
5）Merrillは，attittldefi1m，information丘1m と呼んでいるが，本調査で用いた映画は，a茸ective   

film，COgmitivefi1mと呼ぶ方が妥当と思われた。   
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した「教職に対する態度測定尺度」（1う）を使用した．  

2）シークエンス調査票   

映画の中のどのシークェンス（場面）が態度変容に影響するかということを分析するために  

は，プログラム・アナライザーを用いることが適当である．しかし，この研究でほ，アナライ  

ザーの使用が不可能であったため，やむをえず，2種類の映画について，それぞれ，20のシー  

クェンスを列挙して，映画を見せたあとに，「教掛こ対する自分の考えを変えるのに関係のあ  

ったと思われる項目に（㌻をつけよ」というインストラクショソを与え，質問紙によって調査し  

た．  

5・調 査 対 象   

盛岡市内K服装学院1年生（18才～19才）  

A組  47名  

B組  う4名   

A・B両組とも，高校を卒業して入学した1年生で，A・Bのクラス分桝ま，入学試験の成  

績によって，はぼ同質になるように分けられてある．  

6・使用した映画  

1）情緒的な面に訴えるJ：うにつくられた映画（affectivefi1mとして）   

「先生行かないで」 東映教育映画部作品  白黒トーキー 上映時間タ0分   

若い教師夫妻が，へき地の学校に赴任してから，へき地教育のいろいろな苦労を克服して，児   

童生徒や部落の人たちに親しまれ，やがて，「先生行かないで」という声に惜しまれながら転任   

していくまでを措いたもの・急病人を助けたり，部落のいろいろな相談にのったり，更に，奥さ   

ん先生が病気でたおれるようすなど，教師夫妻の尊い生活が劇化された構成で措かれている．  

2）認知的な面に訴えるようにつくられた映画（COgnitive丘1mとして）   

「教室の子どもたち」 岩波映画作品  白黒トーキー 上映時間29分   

東京のある下町の小学校の2年生の教室風景を，記録夙に忠実に措き，学習指導や家庭訪問   

をする教師の姿をおって，子どもの実態と教師の仕事についての理解を与えることをねらい   

として作られた作品．女教師がナレーターーをつとめており，「学習指導への導」という副題   

がついている．   

「谷間の学校」 目映科学映画作品  白黒トーキー 上映時間2う分   

児童数14名という小さな谷間の学校で，教師の献身的な努力によって教育が改善されてゆ   

き，その努力が村を動かして，新しい校舎が建てられ子どもたちが高められていく姿が，ナ   

レーターの解説でドキュメンタリーに措かれている6）．  

7．調 査 手 続   

相和41年2月18日：「教職に対する態度測定尺度」（No．1）を，A・B両組に実施   

昭和41年2月2う日：   

A組にほ「教室の子どもたち」「谷間の学校」（COgnitivefi1m）を見せ，B組には「先生行   

かないで＿】（affective fi1m）を見せたあと，「教職に対する態度測定尺度」（No．z）と，シ   

ークェンス調査票を実施   

昭和41年4月2う日：「教職に対する態度測定尺度＿j（No．う）を実施   

う回にわたって用いた態度測雇尺度No．1，No．2，No．うほ，岸田氏の「教職に対する態度  

6）認知的な面に訴えるようにつくられた作品として，とくに，2本の映画を見せた理由は，A・B両紅に，   
ほぼ，同じ時間の映画を与えるためである．   
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測定尺度」の項目を乱数表を用いて，randomに組み変えて作ったものである7）．   

8・調査結果とその考察  

1）映画を見せる1週間前の調査（PreLteSt）と，映画を見せた直後の調査（Posトtest），更  

に，2ケ月後に実施した調査（After2mth．test）の平均態度値を比較したものが表1であ  

る．更に，これらのう回にわたる調査結果について，A・B両組の比較を行ったものが表2で  

ある．差の検定ほ，いずれも，t－teStで行った．  

表 1  

B   

Affective Film  Cognitive Film  

≠  
Post＿T．  

Ajte】‾2  
mth．一T．  

After z  
mt‡1．－T．  

Pre－T．  Post－T．  

Z．9うう7  Tean   

Di王ference  
between each T，  

2．84472．4416 ≧ 2．8049   

0．40う1   0．1288  0．1968  

4，17 「 2．67  t－Value  う・う2  ．  

■一     －■ く0・01l  

O．107う  

Sign漁cance   

Di董王erence bet．  
Pre－T．～A王t．z－T．   

t一Value   

Significance  

＜0．001  

＜0．001  F N．S．D．   

これらの表から，次のことが考察される．  

a）A・B両親とも，映画を見たことによって，「教職に対する態度」が変化した．A組の場  

合，平均値で0．29タ6の増加，B組で0．1288の増加があり，いずれも1％1evelの危険率で有  

意な差を示している．  

b）その変化の度合は，B組（affective丘Imgroup）よりも，A組（COgnitivefi1mgroup）  

に強くみられた．すなわち，表2からもわかるように，前調査でほ，A・B両親の平均値は，  

示すようになった．このことから，それぞれの映画で態度の変容がもたらされたが，その度合  

0．1％の危険率の有意差をもってB組が高かったが，直後調査では，はば同じ程度の態度値を  

7）資料「教職に対する態度測定尺度」（No．1）参照・   
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示すようになった・このことから，それぞれの映画で態度の変容がもたらされたが，その度合  

ほ，仮説Ⅰのように，COgnitivefi1mの場合に強かったと言える．  

9C） ところが，これらの変化ほ，2ケ月後調査では，すっかりもとにもどっている．すなわち，  

表1からわかるように，直後調査と比較してA組で0．40う1，B組で0．1968の減少を示し，そ  

れぞれ，0．1％・タ％の危険率で有意な差を示している．そして，前調査の結果よりむしろ低  

い態度値を示している．   

d）このZケ月後調査にみられる減少の度合も，B組（affectivefi1m group）よりも，A  

範（COgnitive丘1mgroup）の方が強い．表2からわかるように，直後調査では有意差を示さ  

なかったA・B両紙の態度値が，減少した2ケ月後調査結果では，再び1％の危険率でもっ  

て有意差を示ししている．   

つまり，これらZ種額の映画ほ，いずれも，「教職に対する態度」に変化をもたらしたもの  

であるが，その変化ほ，2ケ月後にはもとにもどっていること，そして，その変化の度合は，  

増加・減少いずれの場合も，COgnitivefilmgroupの方に強く認められたのである．   

2）今までに述べた態度変化について，さらに，態度測定尺度の各項目別選択率の変化から細  

かく比較したのが，表うと表4である．表4ほ，20項目について選択率をあげて，率の高い  

順に①から⑤までの番号を付してあるが，表うは，この中から，とくに，う回の調査結果の  

選択率の間に有意差を示した9項目について，差の度合を示したものである．  

表う  う回のテス†結果（選択率）の聞に有意差の生じた項目（％）  

＊；…0●呈莞iの危険率で有意差あり   

これらの表から，次のことがらが考察される．  

a）まず第1に，直後調査と2ケ月後調査にあらわれた変化ほ，「教職は愛と奉仕を具体的に  

実現するものである」という項目の選択率の変化に関係していることがわかる．すなわち，表  

うに示されてあるように，3回にわたる調査結果のこの項目の選択率ほ，A組の場合，う6％→  

83％→4Z％，B組の場合，46％→89％→46％と大巾な増減を示し，が－teStの結果では，いず  

れも0．1％1evelの危険率でもって有意な差を示している．   
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18‘教職は要するに子守にすぎない  

19 ∃教職は子供や父兄にへつらうものである  

20 芦教職は能無しがするものである  

このことから言えることは，COgnitivefi1mgroupの場合でもaffectivefilmgroupの場  

合でも，その映画に描かれている教師の生活や括導をとおして，教師の子どもにそそぐ愛情を  

読み取り，このことが，教職に対する態度変化に大きく影響しているのではないかという点で  

ある．   

また，態度値に変化をもたらした理由として特徴的なものほ，教師は単に普通の知的職業と  

同じでほなくて，特別の知識技能と愛情を必要とする職業であり，単に生活の資を得るための  

手段としてだけ考えることのできない特別の職業なのだとうい考え方が，これらの映画によっ  

て形成されているということである．このことほ，項目9・10・11・12の選択率の変化から考察  

される．しかも，その傾向は，A・B両線とも同じである．   

このことから，COgnitive丘lmでもaffective丘1mの場合でも，教師という職業のもっ愛  

とか奉仕とか犠牲などのイメージを変化させるという面から態度に変化をもたらしたとも考え  

られる．そういう意味でほ，仮説ⅠⅠとは反対に，情緒的側面への影響が態度変容の大きい要  

素として考えられる．  

b）このことほ，表4によって示されてある各調査の選択率の順位の変化からもうかがわれる．  

しかも，映画による態度変化の度合の大きかったA組に，この傾向がほっきりあらわれている．   

すなわち，前調査で高い選択率を示している項目ほ，「職業といっても特別の職業ではない」  

「生活の資を得るための手段である」などであるが，映画を見たあとでは，「愛と奉仕を具体  

的に実現するものである」という項目が第1位になっている．   

しかし，このような項目別選択率にみられる順位も，2ケ月後調査では，A・B両親とも，  

前調査とほぼ同じ塾にもどっているのである．   
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う）映画の中のどのようなシークエンスが態度変容に関係するかを調べるために行った調査結  

果から，選択率の高い順にう項目をあげてみると，次のようになる．ただし，B組の場合は，  

第う位が同率で2項目あったので，6項目をとりあげた．   

「自分の考えを変えるのに関係したと思われるシークェンス」（選択率上位夕項目）   

A組（COgnitivefi1mgroup）  

1：「学校を修理する費用や本代をためるた捌こ，子どもたちといっしよに，まき運びをする  

先生のようす」  78．8％   

2：「消極的な子どもたちに対する拒導のようす」  74・う％   

う：「グループを作って，図工の指導をしているようす」  48．9％   

4：「子どもたちにつめを切ってやりながら語りかける先生のようす」  46．8％   

タ：「家庭訪問をして歩く先生のようす」  う8．う％   

B組（affectivefi1mgroup）  

1：「家庭訪問をして通学をすすめて歩く女先生のようす」  タう．7％   

2：「学用品や遊び道具を買うために，リックを背負って町まで買出しに行く男先生のようす」  
48．1％   

う：「子どもらとの炭運びから社会科の勉強を指導していく女先生のようす」 42・6％   

4：「盲腸になった子どもをはげましながら町の病院までついていく女先生のようす」  

3ヲ．Z％   

ヲ：「病気になった先生に，魚や食物をとどける子どもたちと部落の人たちのようす」  
う1．タ％   

6：「転任の話を聞いて『先生行かないで』と子どもらが女先生に泣きつくようす」  

う1．ヲ％   

これらの項目と選択率をみて言えることほ，ドラマチックな構成をとっで情緒的に訴えるよ  

うなシークェンス（A組の4，B組の4・う・6）よりも，へき地教師の苦労や学習指導のようす  

など，いわば教師という職業の内容を説明夙に紹介しているシークエンスに多く反応している  

ということである．つまり，A組のト2・う・う，B組の1・2・うの項目は，観衆の感情に訴えてい  

くという構成よりは，子どもとの生活や学習指導のようす，あるいは，子どもの実態の紹介な  

ど，むしろ，淡々とした説明風の措きかたで教職を表現している部分である．   

A・B両絶とも，このように，教師の仕事や生活の理解を目的とするようなシークエンスに  

多く反応しているということは，仮説ⅠⅠの「認知的なものに訴えるシークエンスが態度変容  

に影響する」という傾向を示しているものと言える．しかし，このことから，仮説ⅠⅠが検証  

されたと言いきることはできない．すなわち，A∴B両組の比較も厳密にはできなかったし，  

それぞれの映画について，情緒的項目と認知的項目を等しく設定することもできなかったので，  

統計的に比較して仮説を厳密に検証することができなかったためである．態度測定尺度の各項  

目別選択率の変化という点からほ，前述したように，むしろ情緒的側面への影響が強くあらわ  

れていることから考えても，今回の調査では，仮説ⅠⅠが成立するとは言いがたい．   

この間題については，今後，プログラム・アナライザーなど，他の研究方法をとり入れて分  

析されなければならない．  
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資 料  

教職に関す る調査 （No．1）  

これは，みなさんの教職についての考え方を知るための調査で，とくに成績に関係したり，あるいは，こ   

れによって将来の方向の決定に影響を与えるものではありません。   

あくまでも，二現在の，あなた自身の考えを書いてください。  

氏名  

下に教職についての意見が20項目書いてあります。このうちから，あなたが日頃教職に対して抱いている  

考え方に，ほぼ，一致する項目をラ項目えらんでその番号に○をつけてください。  

l教職は愛と奉仕を具体的に実現するものである。  

2 教職に従事すると若さが失われる。  

う 教職も生括の資を得る為の手段である。  

4 教職は要するに子守にすぎない。  

う 教職といっても特別な職業ではない。  

6 教職は筋肉労働より少しましな位のものである。  

7 教職は次の社会を位置づける。  

8 教職は明朗で愉快なものである。  

9 教職は少しの専門的知識を要する。  

10 教職は崇高な天職である。  

11教職は其れに従事する人を常に若々しくする。  

12 教職は子供や父兄にへつらうものである。  

1う 教職は能無しがするものである。  

14 教職はぢぢ臭い職業である。  

1う 教職に従事すると世間知らずになる。  

16 教職は他の知的職業と同じ塩類のものである。  

17 教職は高尚な知性人がするものである。  

18 教職は社会の隅に忘れられ勝ちなものである。  

19 教職は精神的満足感を与える。  

20 教職は尊厳な公職である。   




